
 

 研究結果  
 

 
 本研究は、日本の農村金融システムの変遷と問題点を把握し、日本型農村金融システムの歴史的背

景と現在の問題点を十分に踏まえた上で、中国の現行の経済発展段階のもと、その社会や金融風土に

即した中国型農村金融システムの制度設計を考えたものである。具体的には、以下の研究成果をまと

めた。 

 

 １．東アジア型の特質を有し中国との共通性を持つ日本の農村金融システムの特質を経済発展段階

と関連させて、その問題点と現状を明らかにした。その上で中国改変開放後の経済発展と金融改

変の現実を踏まえて、中国型農村金融システムの再構築の青写真を提示した。分析の対象とし

て、主に両国における協同組合組織である日本農協と中国農村信用合作社にした。つまり、この

二つの協同組合的金融組織の特質を経済発展段階と関連させて、その政策的変遷、金融機能的発

展、地域的発展といった三つの方面から明らかにした。 

 ２．両国の農村金融機関はその利害関係者とはいかなる規律付けを仕込むべきかというガバナンス

の問題を考察した。具体的に、日本の農協と農林公庫を例として、その会計制度、情報開示制

度、担保と保証の問題、デフォルトに対する処理制度、利子率の水準などを考察し、その特徴と

問題点から中国農村金融機関のガバナンスにはいかなる示唆を与えるかを明示した。 
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